
 

 

2022年９月 14日 

各 位 

会 社 名  Ｆ Ｉ Ｇ 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長  村井 雄司 

（コード：4392 東証プライム 福証） 

問合せ先  取締役常務執行役員  岐部 和久 

  (TEL．097－576－8730) 

 

 

通期連結業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2022 年６月２日に公表した 2022 年 12 月期の通期連結業績予

想を下記のとおり修正しました。また、2022年９月 14日開催の取締役会において、2022年 12月期の

1 株当たり期末配当予想について、下記のとおり修正することを決議しましたので、お知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１． 通期連結業績予想の修正について 

 

（１）2022年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2022年１月１日～2022年 12月 31日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純 利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 13,000 900 862 574 18円 41銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 13,000 1,000 962 650 20円 85銭 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） － 100 100 76 － 

増  減  率 （ ％ ） － 11.1 11.6 13.2 － 

（参考）前期実績 

（2021年 12月期） 
12,264 566 573 441 15円 12銭 

 

（２）修正の理由 

引き続き、IoT事業が好調に推移しております。 

期初予想については、世界的な半導体不足や調達部材の長納期化の影響を踏まえて予想値を算出し

ておりましたが、主要部材の納入時期について一定程度の目途が付いたことから、2022年６月２日に

業績予想を上方修正しました。 

その後も主力の IoT事業において、ペイメントやバス関連のデジタルトランスフォーメーション

（DX）のサービス導入が好調に推移した結果、売上構成の良化等により利益面が上振れする見込みと

なったことから、前回公表した業績予想を修正いたします。 

 

 



 

２． 配当予想の修正について 

 

（１） 配当予想の修正 

 

1株当たり配当金 

第 2四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2022年２月 10日） 
０円 00銭 ５円 00銭 ５円 00銭 

今回修正予想 － 

10円 00銭 

（普通配当５円 00銭） 

（記念配当５円 00銭） 

10円 00銭 

（普通配当５円 00銭） 

（記念配当５円 00銭） 

当期実績 ０円 00銭 － － 

前期実績 

（2021年 12月期） 
０円 00銭 ５円 00銭 ５円 00銭 

 

（２） 修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と認識しており、将来の事業展開と経営体

質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を実施していくことを基本方針として

おります。 

足元の業績につきましては、本日公表の通期連結業績予想のとおり、売上高と営業利益が過去最高

額を達成する見込みとなっております。 

このような状況下、当社グループは本年 12月に節目となる記念日を迎えます。当社は、持株会社と

して 2018年 7月に共同株式移転の方法により設立されました。当社グループの前身は、現在の子会社

であるモバイルクリエイト株式会社でありますが、その設立は 2002年 12月 27日であり、新規上場が

2012年 12月 19日であります。 

 2022年 12月には、実質的に当社グループの創立 20周年、そして新規上場から 10周年を迎えるこ

とになります。これもひとえに株主の皆様をはじめ、全てのステークホルダーの皆様の温かいご支援

の賜物と心より感謝を申し上げます。 

 つきましては、株主の皆様のご支援に感謝の意を表するため、期末配当金について、１株当たり普

通配当５円に加え、１株当たり５円のグループ創立 20周年・新規上場 10周年の記念配当を実施する

方針を決議いたしました。 

 

以上 

 


